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環境リサイクル肉牛協議会第15回総会 

特定非営利活動法人 環境リサイクル肉牛協議会第6回通常総会 

                     議  案  書 

 

会議次第  

１．開会挨拶 

２．議事録署名人2名の選出、書記1名選出 

３．議事 

 １）第１号議案 2013年度事業報告及び収支決算に関する件 

 ２）第２号議案 2014年度事業計画及び収支予算に関する件 

 ３）第３号議案 そのほか 

4．閉会 

※ 役員の改選(２年更新、2014-2015)年ではないのでありません。 

 

第1号議案 

Ⅰ．2013年度事業報告 

 １．2013年度会員募集 (2013年3月末) 

   個人会員  15名 

   団体会員  12団体    合計 27 

   内訳）   生産者・生産者団体 9 

               食肉流通業者        3 

               消費者団体     1 

               学研・指導機関   8 

               飼料・食品業者   6 

 

 ２．総会・理事会の開催 

  １）第14回総会   

2013年6月8(土) ランチョエルパソ２Ｆ 参加者：17名 

・２０１２年度事業報告・２０１２年度決算報告 

・２０１３年度事業計画・２０１３年度予算 

・役員改選 理事長の改選 左 久⇒榛澤 保彦 

  ２）理事会 

        2014年1月17日(金) 糠平舘観光ホテル 出席者：7名 

・シンポジウム総括 事業終了報告書 

・｢e-びーふ｣商標登録完了 

・今後のスケジュール・予算について 
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・e-びーふNEWS 北の牧場から：発刊について 

・HP：広告代理店ＴＹネット等と調整 

・補助事業への参入 

 

 ３．学術情報の収集と肉牛飼養技術研修会の開催 

１） 学術情報の収集 

・ 2013年11月5日 北海道肉牛研究会シンポジウム参加 

・ 2014年３月２９日 つくば大学 日本畜産学会 日本食肉研究大

会・日本産肉研究会学術集会 話題提供｢赤身肉の流通消流｣ 

 

２） 肉牛飼養技術研修会の開催 

2013年6月8日(土) ランチョエルパソ２Ｆ 参加者：17名 

        道総研 畜産試験場各研究員からの報告 

・ グラスサイレージ給与による黒毛和種去勢牛の育成（遠藤） 

・ とうもろこしサイレージ給与による黒毛和種去勢牛の育成(齋藤) 

・ イアコーンサイレージ給与による黒毛和種去勢牛の肥育(糟屋) 

 

 ４．第10回資源循環型牛肉生産シンポジウムの開催 

    2013年11月7日（金）：帯広畜産大学大講堂 参加者：100名 

      テーマ：「飼料自給力の向上と牛肉生産」 

・基調講演 「自給飼料生産の可能性と肉牛生産の展望」 

木村信煕(元日本獣医畜産大学教授、畜産技術士代表) 

・話題提供1.「北海道における公共牧場の実態と課題」島村義文 

・話題提供2.「黒毛和種去勢牛の牧草サイレージ給与による育成技術 

と肥育成績」 遠藤 哲代 (道総研畜産試験場 肉牛) 

・パネルディスカッション パネラー：講演者、消費者代表 

・食味試験 帯広畜産大学 口田研究室主催 日本短角牛食味試験 

・意見交換会 e-びーふ試食会(帯広東急イン 

     

現地検討会11月8日(金)現地検討会 道総研畜産試験場/和牛肥育技術 

        参加者 20名 

 

 ５．機関誌発行・ホームページ編集  定款５条１－⑤ 

１） 月刊情報誌「e-びーふNEWS 北の牧場から」を１月から発刊する。 

環境リサイクル肉牛協議会報（旧アグリサイクル）は休刊。 

２） ホームページの見直しを図る：インターネットを利用し情報を公
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開・発信する体制の充実を図る。 

 

 ６．「e-び-ふ」認証事業  定款５条１－① 

１） 新たなe-びーふ認証農家の発掘できず。 

２） ｢e-びーふ｣の商標登録を２０１3年１２月１３日に完了。１０年間

権利保持。 

 

 ７．助成事業の取り組み 定款５条１－③ 

   取り組みできず。 

 ８．2012年度収支決算報告 

   別紙資料 決算書・監査報告、貸借対照表および財産目録参照。 

 

 

第２号議案 

Ⅱ．2014年度事業計画  

 １．会員募集  

  目標会員数30名以上を目指す。 

 

 ２．総会・理事会の開催 

  １）2014年度第15回総会(NPO法人第6回通常総会)  

  ２）理事会、事務局会議は必要に応じ開催する。 

 

 ３．学術情報の収集と飼養技術研修会の開催 定款５条１－② 

  １）肉牛関連学会・研究会の学術情報調査。会として参画する。 

  ２）自給飼料・副産物活用型牛肉生産に関する飼養技術研修会の開催。 

 

 ４．第11回資源循環型肉牛生産シンポジウム2014の企画・開催 

定款５条１－④ 

１） 2014年10月17日(金)。開催場所 帯広市とかちプラザ視聴覚室。  

２） テーマ：「飼料米の利活用と肉牛生産」…別紙 

 

 ５．機関誌発行・ホームページ編集    定款５条１－⑤ 

１） ｢e-びーふNEWS 北の牧場から｣の月刊情報誌の発刊。 

２） ホームページ・インターネットを利用し情報を公開・発信する体制の

充実を図る。 
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 ６．「e-び-ふ」認証事業の活性化   定款５条１－① 

１） 新たなe-びーふ認証農家の発掘。 

２） 認証適格農場の実態調査。  

３） ｢e-びーふ｣の商標の活用 

 

 ７．飼料事業の検討 

１） カルビーポテト㈱帯広工場検討会 

２） 平成26年度エコフィード緊急増産対策事業実施主体との関わり方 

 

８．2013年度予算案 

   (別紙 2013年度 予算書 参照) 

  

第３号議案 

その他 

１．役員名簿 （任期 2013年4月1日～2015年3月31日まで） 

   理事5名（理事長1名、副理事長1名）、監事2名、 任期2年 

    理事長   榛澤  保彦 

   副理事長  嶋村  義文 

   理事    左    久 

   理事    花房  俊一 

   理事    佐藤  幸信 

   監事    内藤  順介 

   監事    奈良岡 武任 

２．協議会の運営体制 

 １）総務担当  協議会の運営、会計事務  (事務局) 

                 NPO法人関連事務     (外部委託：竹川会計事務所） 

 ２）肉牛関連学会・研究会の学術情報調査  (左理事) 

 ３）飼養技術研修会の運営         (畜試) 

 ４）資源循環型肉牛生産シンポジウムの運営 (畜試・事務局) 

 ５）e-びーふnews編集・ホームページ担当 (事務局) 

 ６）「e-び-ふ」認定委員会          (畜試) 

 ７）補助事業申請・運営           (事務局) 

 事務局体制の充実： 

３．肉牛事業について 

  経産牛の肥育事業：補助事業との取り組み検討 

以上。 


